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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上方が開口された本体と、該本体の開口部を塞いで設けられた透光性のカバー材と、前記
本体とカバー材との間に形成された空間部の、前記カバー材の下方に太陽電池と発光手段
とが設けられ、更に前記空間部に前記太陽電池により生起された電力を蓄電する蓄電手段
と、明るさセンサを備えた制御部とが設けられ、前記制御部が一定以下の照度を検知した
場合に前記蓄電手段から前記発光手段に電力を供給して前記発光手段を発光させるように
した自発光装置であって、前記カバー材により上面に透光性の窓部が設けられ、前記発光
手段から発せられた光が前記窓部において面状に出射されて発光部となされると共に、窓
部における該発光部の残余の部分が前記太陽電池となされ、前記発光部が縦長の形状とな
されると共に、前記発光部を挟んで対称に前記太陽電池が配置されていることを特徴とす
る自発光装置。
【請求項２】
前記発光部は、前記窓部の全幅に亘って設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の自発光装置。
【請求項３】
前記本体は、上面が縦横の幅が略同一となされた矩形の形状となされ、且つ前記窓部につ
いても縦横の幅が略同一となされていることを特徴とする請求項１又は２に記載の自発光
装置。
 



(2) JP 4668151 B2 2011.4.13

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地表面に埋設され、発光により存在を喚起させると共に、外部電源に頼るこ
となく発光がなされる自発光装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地表面に埋設され、発光により存在を喚起させると共に、外部電源に頼ることなく発光
がなされる自発光装置としては、例えば箱体の表面に太陽電池が設けられ、その箱体内に
前記太陽電池にて発電された電力を蓄える蓄電池が収納されていると共に、その蓄電池の
電力によって発光して箱体外に光を放射する発光手段を配置して成り、この箱体をその表
面の太陽電池のみを露出させて地中に埋め込む太陽電池発光装置であって、上記箱体は上
記太陽電池および上記発光手段を収納する地表面側の樹脂製部と、上記蓄電池を収納する
地底面側の金属製部とからなることに寄り、上記蓄電池を上記箱体の表面箇所から断熱状
態とした太陽電池発光装置が開示されている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　また、表面に複数の突起物が所定間隔で形成された透視性硝子板と、該透視性硝子板の
下方に配設された透明な板状の導光板と、該導光板の側面に配設された発光ダイオードと
、前記導光板の下方に配設され、前記発光ダイオードの光を拡散して反射させる光拡散反
射部材と、上面開口部に前記透視性硝子板を配設し、前記導光板、前記発光ダイオード、
及び前記光拡散反射部材を収容するケーシングとを具備する埋込型発光装置が開示されて
いる（例えば特許文献２）。
【０００４】
【特許文献１】登録実用新案第２５０７８１０号公報
【特許文献２】特開２００３－１００１０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載のような従来の自発光装置では、発光手段が太陽電池
の背面側に設けられていることで、発光手段により発せられる光が太陽電池により損なわ
れ、発光手段による光を十分に活用しているとは言い難いものであった。逆に発光手段を
前面とすると、太陽電池への太陽光の入射が損なわれ、発電効率の低下が起こる恐れがあ
った。
【０００６】
　また特許文献２に記載のような従来の自発光装置では、発光部が発光するのみで地表に
埋設した場合に表情が少なく、意匠性が求められる箇所には馴染みにくいという難点があ
った。
【０００７】
　本発明は上記の如き課題に鑑みてなされたものであり、発光手段により発せられる光及
び太陽電池へ入射される太陽光を妨げることがなく、意匠性を高めることができる自発光
装置を提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は以下のような構成としている。すなわち、本発明に
係わる自発光装置は、上方が開口された本体と、該本体の開口部を塞いで設けられた透光
性のカバー材と、前記本体とカバー材との間に形成された空間部の、前記カバー材の下方
に太陽電池と発光手段とが設けられ、更に前記空間部に前記太陽電池により生起された電
力を蓄電する蓄電手段と、明るさセンサを備えた制御部とが設けられ、前記制御部が一定
以下の照度を検知した場合に前記蓄電手段から前記発光手段に電力を供給して前記発光手
段を発光させるようにした自発光装置であって、前記カバー材により上面に透光性の窓部



(3) JP 4668151 B2 2011.4.13

10

20

30

40

50

が設けられ、前記発光手段から発せられた光が前記窓部において面状に出射されて発光部
となされると共に、窓部における該発光部の残余の部分が前記太陽電池となされ、前記発
光部が縦長の形状となされると共に、前記発光部を挟んで対称に前記太陽電池が配置され
ていることを特徴とするものである。
【０００９】
　本発明に係わる自発光装置によれば、窓部において、発光部が設けられた残余の部分に
太陽電池が設けられることで、発光手段により発せられる光及び太陽電池へ入射される太
陽光を妨げるのを無くすることができるが、発光部が縦長となされると共に、発光部を挟
んで対称に太陽電池が設けられていることで、発光部と太陽電池との色調のコントラスト
により整然としながら且つ豊かな表情を得ることで意匠性を高めることができる。
【００１０】
　また前記発光部は、前記窓部の全幅に亘って設けられていれば、窓部において発光部の
長さを最大限のものとして発光部の縦長の度合いを強め、更に意匠性を高められるように
でき好ましい。
【００１１】
　また前記本体は、上面が縦横の幅が略同一となされた矩形の形状となされ、且つ前記窓
部についても縦横の幅が略同一となされていれば、窓部の形状に対して発光部の縦長が強
調されると共に、発光部により縦横の方向性が備えられることで、縦横の方向性が備えら
れていない場合と比較して意匠性が高められるようにでき好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係わる自発光装置によれば、窓部において、発光部が設けられた残余の部分に
太陽電池が設けられることで、発光手段により発せられる光及び太陽電池へ入射される太
陽光を妨げるのを無くすることができるが、発光部が縦長となされると共に、発光部を挟
んで対称に太陽電池が設けられていることで、発光部と太陽電池との色調のコントラスト
により整然としながら且つ豊かな表情を得ることで意匠性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明に係わる最良の実施の形態について、図面に基づき以下に具体的に説明する。
【００１４】
　図１は、本発明に係わる自発光装置の、実施の一形態を示すもので、（ａ）は平面図、
（ｂ）は側面図である。まず（ａ）において、自発光装置１０は、本体５すなわち上面の
縦横の幅が略同一となされ、透光性の窓部３については本体５よりやや小さい相似形とな
されている。窓部３はカバー材６により形成され、カバー材６は透明なポリカーボネート
樹脂の射出成形品である。窓部３内には、窓部３の左右全幅に亘って縦長の発光部１が設
けられ、発光部１は全体が面状に発光するようになされている。また残余の部分は、太陽
光が照射されることで発電がなされる太陽電池セル２１が設けられた縦長の太陽電池２と
なされて、太陽電池２は発光部１を挟んで別個に二体が対称に配置されている。発光部１
から発せられる光の色調は白色に近似する明色のものであり、太陽電池２はシリコン系の
もので濃い青緑色である暗色のものであることから、発光部１と太陽電池２との間に、明
度及び色調によるコントラストが生じ、且つ整然としながら且つ豊かな表情が得られてい
る。
【００１５】
　次に（ｂ）において、本体５は、ケース５１上に枠体５２がビス５３により取り付けら
れてカバー材６を取り付けるようになされると共に、ケース５１の側面のリブ５５に抜け
止めピン５４が取り付けられて、埋設時の強度を確保できるようになされている。本体５
は、アルミニウム鋳物やアルミニウムダイカスト等の金属製のものを用いてもよいが、本
実施形態においては合成樹脂を射出成形することで形成している。
【００１６】
　図２は、図１（ａ）におけるＡ－Ａ断面図である。カバー材６は、その端部が本体５の
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ケース５１及び枠体５２との間に挟持されることで本体５の開口部を閉塞しており、本体
５とカバー材６との間には空間部９が形成されている。空間部９内には、カバー材６の下
方に太陽電池２と発光手段４とが設けられ、発光手段４は、チップ型の発光ダイオードで
、カバー材６に向けて光を発するようになされた発光体４１と、カバー材６に向かって拡
径されて設けられ、発光体４１からの光を内側に反射させる白色の樹脂板である反射手段
４２と、カバー材６の裏面に貼着され、発光体４１からの光を拡散させる乳半白色板であ
る拡散手段４３とから形成され、拡散手段４３により拡散された光がカバー材６と通って
外部に放出されることで発光部３が面状に発光されるようになされる。
【００１７】
　空間部９には、更に太陽電池２により生起された電力を蓄電する電気二重層コンデンサ
である蓄電手段７と、発光体４１の発光に係わる機器や配線等が取り付けられた発光基板
８とが設けられ、発光基板８上には更に明るさセンサを備えた制御部（図示せず）が設け
られている。制御部は、明るさセンサが一定以下の照度を検知した場合に蓄電手段７から
発光手段４に電力を供給して発光手段４の発光体４１を発光させるようにしている。
【００１８】
　図３は、本発明に係わる自発光装置の、設置状態の一例を示す斜視図である。図１に示
した実施形態において、本体５は上面の縦横の幅が同一の矩形となされているが、縦横の
幅が１００ｍｍ×１００ｍｍとなされており、汎用のタイルＴと同じ縦横の大きさとなさ
れていることから、タイルＴを敷き詰める場所、例えば遊歩道、道路脇や橋上の歩道、玄
関等へのアプローチなどにおいて、一枚のタイルと置き換えて自発光装置１０を埋設して
設置することで、違和感なく、且つ施工時にタイルをカットする等の必要なく簡便に設置
ができるようになされている。また本体５上面の大きさは、２００ｍｍ×２００ｍｍとし
てもよく、かかる大きさとして４枚のタイルと置き換えて設置することで上述の効果を保
持して用いることができる。また窓部３の表面には、規則的又はランダムな凹凸、エンボ
ス模様などを透光性を保持しつつ形成し、降雨等により窓部３が水濡れした場合などに滑
り止めとなるようにしておくのが好ましい。また本体５の枠体５２上面についても合わせ
て凹凸を設けておくのが好ましい。
【００１９】
　また本実施形態において、自発光装置１０は汎用のタイルＴ間に間隔をおいて設けられ
ているが、自発光装置１０が設けられた列の方向と、発光部１の縦長の方向とが直交する
ようになされている。かかる状態で斜め方向から自発光装置１０の発光部１を視認すると
、発光部１の幅Ｗ１～Ｗ３が徐々に狭くなっているように視認されることで奥行きが感じ
られるようになり、とりわけ夜間における足元の遠近感が強調されて歩行者や自転車に安
心感を与えるようにできる。
【００２０】
　図４は、本発明に係わる自発光装置の、設置状態の例を示す平面図である。まず（ａ）
に示す如く、汎用のタイルＴの２つの列を自発光装置１０に置き換えると共に、列の方向
に縦長の発光部１を向けることで、列方向に方向性が生じて列方向への誘導を強調して喚
起できるようになされる。ここで発光部１が窓部の全幅に亘って設けられていることで、
自発光装置１０間の発光部１間の間隔が最小限となされ、複数の自発光装置１０に設けら
れた発光部１が繋がって線状に視認されることで、とりわけ夜間における方向の誘導喚起
を強調することができる。また（ｂ）に示す如く、発光部１の縦長の方向を互い違いに配
置することで、千鳥格子状の模様とすることができる。また（ｃ）に示す如く、汎用のタ
イルＴと千鳥格子状に配置して模様を形成し、発光部１の縦長の方向を任意とすることで
種々の意匠性を得ることができる。また（ｄ）に示す如く、自発光装置１０を用いてアル
ファベットの「Ｔ」といった文字などを形成した場合、形成した文字の方向に沿って発光
部１を配置することで、文字が明瞭に視認されると共に、その文字は夜間においても視認
可能なものとできる。本発明に係わる自発光装置１０を用いることで、かかる高い意匠性
を発光部１による発光及び太陽電池２への太陽光の入射を損なうことなく得ることができ
る。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係わる自発光装置の、実施の一形態を示す説明図である。
【図２】図１（ａ）のＡ－Ａ断面図である。
【図３】本発明に係わる自発光装置の、設置状態の一例を示す斜視図である。
【図４】本発明に係わる自発光装置の、設置状態の他の例を示す平面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　　発光部
　２　　太陽電池
　３　　窓部
　４　　発光手段
　５　　本体
　６　　カバー材
　７　　蓄電手段
　１０　自発光装置
 

【図１】 【図２】

【図３】
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